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岩国市子ども・子育て会議　会議録 

 

概要　日　時　令和４年 10 月 28 日（金）15:30～17:00 

場　所　市役所２階　特別会議室 

出席者　中村委員（会長）、小谷川委員（副会長）、渡邊委員、森脇委員、 

中邑委員、安本委員、江藤委員、荒川委員、中司委員、三浦委員 

欠席者　宮田委員、川村委員、大野委員、木村委員 

 

議事　１．第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の教育・保育の需要量及び確保の 

方策についての令和３年度における点検・評価 

　　　２．利用定員の変更について 

　　　３．認定こども園への移行について 

　　　４．事前にいただいた意見について 

　　　５．その他　①放課後児童教室について 

　　　　　　　　　②市立保育園の廃園について 

 

会議録署名委員　　渡邊委員・森脇委員 

 

配布資料 

　・会議次第 

　・岩国市子ども・子育て会議委員名簿 

　・配席表 

　・第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況 

　・放課後児童教室待機児童数内訳 

 

議事の経過 

 

（健康福祉部長よりあいさつ） 

（各委員自己紹介・事務局自己紹介） 

 

１．第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の教育・保育の需要量及び確保の方策につ

いての令和３年度における点検・評価 

 

（事務局より資料に沿って説明） 

 

会長　ありがとうございました。事務局からの説明について、ご質問やご意見のある方は

いらっしゃいますか。 

委員　７地域子育て支援拠点事業について、令和２年度利用人数 2,955 人、３年度 2,842

人と少し減少傾向にありますが、令和元年度についてはコロナの影響がまだない時期だ

と思うのですが、その時の利用人数は何人だったのでしょうか。私たちも子育て支援を
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していますが、最近特に参加者の人数が少なく、コロナの影響だとは思うのですが、全

体的な影響はどの程度なのかというのをお聞きしたい。また一時預かりの 1号認定につ

いては、令和２年度から３年度は利用実績が１万人も少なくなっている。なぜ少なくな

っているのか、１号の入所者が２号へ移行しているのかと思うと入所者実績を見ると２

号は少し減っている。なので２号へ移行しているわけではなく、利用者が減っていると

分析されているということですか。 

事務局　コロナの担当部長をしていましたので、コロナの観点からお話すると３年度が急

激にいろいろなところで人数が減っているのは、３年の 12 月末から４年２月くらいま

で岩国がまん延防止指定になりました。全国的にも岩国の名前が多く聞かれたと思うの

ですが、それが大きく尾を引いていて、その後についても人々は気分も下がり外出する

ことを控える傾向が強くなったため、２年度よりも３年度の減少が大きかったと思いま

す。 

事務局　子育て支援センターの利用実績ですが、令和元年度は 4,848 人です。その前の平

成 30 年度は 5,455 人です。また一時預かりについてですが、市としましては先ほどか

ら言われているコロナの影響が非常に大きく、利用者が減少したと考えています。 

会長　これからについては with コロナということでいくと思うので、数値的にはこのま

まの状態で推移していくということになりそうですね。他に質問がありますか。 

委員　例年、各園の定員や入所率の入っている資料があったと思うのですが、今年はない

ですか。その資料があると全体像を把握できるので、そのうえで話をするほうがいいと

思います。 

事務局　準備ができていなかったので、また改めて皆様にご提供します。 

会長　では資料のほう事務局のほうからよろしくお願いします。他に何かありますか。 

委員　病児・病後児保育事業についてですが、現在 4施設設置されていますが、１の区域

の設定をされている４エリア全てにあるという認識でよろしいですか。 

事務局　現在は玖西地区に 1ヶ所、岩国地区に３カ所に設置されています。玖北地区、由

宇地区にはありません。 

委員　人数が少ないこととかは重々承知していますが、子育てしている人はいるわけなの

で、各エリアで１ヵ所ずつあるとより子育てしやすいのかなと思います。 

事務局　補足ですが、４つの地域に分けているのは教育・保育の提供区域であって、地域

子ども・子育て支援事業については岩国市全体で一つの区域としていますので、４つの

エリアでというのは考え方が少し違うのですが、玖北の方で病児の方が保育をどうする

かということについては、また考えさせていただきます。 

 

２．利用定員の変更について 

 

（事務局より説明） 

事務局　今まで利用定員については子ども・子育て支援事業計画にあわせて５年に一度、

またその中間年で見直すこととしていました。しかし、各施設においては現状との乖離

は運営に多大な影響がある等の理由により、柔軟に対応してほしいとのご意見もあり、
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市として検討した結果、今後は市の各種計画との整合性を図りながら５年ごとや中間年

といった時期にとらわれず対応していくこととしましたので、よろしくお願いします。 

委員　今後は柔軟に対応していただけるということで安心しました。 

 

３．認定こども園への移行について 

 

（事務局より説明） 

事務局　現在、岩国市には私立の幼稚園が６園あり、この度、顕真幼稚園が認定こども園

への移行を希望されています。顕真幼稚園は岩国小学校の側に位置しており、岩国小学

校区にあります。この区域には認可保育園、認定こども園が４園ありますが、顕真幼稚

園が今後も地域の子育て支援を継続して行うということで、市としましても顕真幼稚園

の認定こども園移行を進めてまいりたいと思いますのでよろしくお願いします。 

委員　4月からの予定の人数については少ないけれど、顕真幼稚園が希望された人数です

か。 

事務局　事前に行った園との協議において、同じ小学校区内の他園への影響や、移行後す

ぐに多くの園児を受け入れることの困難さ、在園児の兄弟児の入園見込み等を考慮して、

最初は少し少なめの人数にしています。 

 

 

４．事前にいただいた意見について 

 

（それぞれの意見について事務局より回答） 

委員　利用定員の見直しについて　中間年でも見直してもらえることでのお礼の言葉で

あったのですが、先ほど利用定員については毎年見直ししていくとの回答をいただいた

ので、これからもよろしくお願いします。 

 

委員　ヤングケアラー、子どものジェンダーについて　訪問する対象は０歳から２歳のご

家庭なのですが、実際訪問にいくと兄弟がたくさんいる家庭なども多くあり、ジェンダ

ーについても相談を受けることもあるかもしないので、その時に対応できるよう基礎知

識として学べる機会があればと思っています。 

事務局　参考に直近で開催予定の講座について紹介 

 

委員　児童相談所ですが、今は虐待というよりも親子関係など、親が様々な養育困難を訴

えてくることが多く、ショートステイを活用することで適度な関係性を保つことができ、

岩国市は他の地域と比べてもとてもよくやっていただいて助かっています。今後につい

ても虐待一歩手前のマルトリートメント予防の取組が必要であり、いろいろな機会を通

じて早期からの普及啓発ができるとよいと感じています。 

　相談室にもかなり尽力いただいているのですが、ショートステイのニーズもかなり増え

てきている状態ですので、予算をつけてもらったり委託先を増やしたりの対応もお願い

したいと思います。 
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事務局　最初に接する場として、妊娠届出時には保健師が必ず時間をかけて面談を行いま

す。その際には、子育てガイドブック等にてさまざまな相談窓口の紹介をしています。

最近は出産子育てまでをイメージできないお父さんお母さんも多くいらっしゃるので、

マタニティクラスなどの育児についてイメージできるような教室を開催したり、訪問を

させていただく中で愛着をもって接していけるような支援をさせていただいています。

訪問時や、健康診査の際には、虐待予防という視点をもって対応しています。こういう

ことも虐待になるというようなことを伝えながら情報提供も行っています。子育ての不

安が虐待につながるので、地域の母推さんが小さなお子さんがいらっしゃる家庭に訪問

しお話をしていただくことで、不安の解消、虐待の防止ということに繋がっていると思

いますので、今後も積極的に行っていきたいと思っています。またショートステイにつ

いては年々利用者が増加傾向にありますので、それについてはきちんと対応できるよう

予算の確保に努めております。関係機関へ制度の紹介等についても積極的に行っていき

たいと思いますのでよろしくお願いします。 

委員　虐待防止というところで、小学校中学校のスクールカウンセラーをしていますが、

未就学の時期に話を聞いたりすることが大事ではないかと感じており、３歳児検診など

の際には臨床心理士等に相談したりはできるのですか。 

事務局　保健センターに臨床心理士はおりませんが、保健師が相談を受け、必要と思われ

る方については、「はるかこどもの相談センター」に臨床心理士さんがおられるので、そ

こへつないだりしています。 

 

会長　保育所等の人材不足について　岩国から優秀な人材を流出させないために、何かし

ら対応できないか。例えば、廿日市では保育協会と市が一緒になって求人をしていたり、

光市では他市からこちらに就職してくれればお祝金２０万出すなどがある。学生たちは

どうしても目の前のお金などで決めたりするので、資格をとったら岩国市で就職したい

と思えるように就労支援の予算化ができないものかと考えます。 

事務局　保育士に対して光市が助成を行っていることについても承知をしています。検討

ということもありますが、保育士だけに限らず、若い世代の方が岩国市に住んで、岩国

の中で力を発揮していただきたい、全体的にそのような気運を持ち上げて企業等も誘致

したいというのが今の岩国市の考えです。保育士不足ということも承知しておりますが、

全体的なところを考えながら就労支援についても取り組んでまいりたいと考えていま

す。 

委員　保育士の就労支援というのは難しいかもしれませんが、一馬力で働いている保育士

もたくさんいるので処遇改善をしていただくのが、私自身は大事だと思っています。 

 

５．その他について 

 

会長　議題５のその他についてですが、まず一つ目の放課後児童教室について事務局より

説明をお願いします。 

 

（事務局より説明） 
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事務局　令和４年度５月１日現在における放課後児童教室の運営についてですが、現在４

５の教室で行っております。そのうち錦放課後児童教室と神東放課後児童教室について

はＮＰＯ法人へ運営を委託しています。また、麻里布、岩国、平田放課後児童教室につ

いては主に４～６年の高学年を第二放課後教室として社会福祉法人、学校法人へ運営を

委託しているところです。令和２年度において大幅に待機児童数が減少していますが、

３月からコロナにより学校が一斉休校したことも影響し、利用申請をされた後に辞退を

されるご家庭が大変多くありました。このため待機児童数は大きく減少しましたが、そ

の後一部の教室においては待機児童が継続的に発生している状況となっています。待機

児童解消への本市の方策といたしまして、運営の民間委託を進めているところです。 

　令和５年度より、平田・岩国の民間委託について契約更新になるため、一部運営委託か

ら全学年の一括委託へ変更とし、新たに玖西地域である玖珂周東については地域一括委

託で民間へ運営業務を委託する予定となっております。 

　支援員の確保以外にも放課後児童教室の利用者増加に見合う運営場所の確保が困難な

状況にもあります。岩国市公共施設管理計画により、新たな専用施設の建設は困難な状

況であり、余裕教室についても特別支援学級などの増加により使用できなくなる状況も

発生しています。今後は学校周辺にある民間施設を利用するなど柔軟な対応について検

討していく必要があると考えております。放課後児童教室の民間委託につきましては支

援員、運営場所の確保の両面から検討を行い、進めてまいりたいと考えています。 

 

委員　１～３年生については、全部入れるということですか。 

事務局　低学年の待機はなるべく出さないよう対応しています。 

委員　高学年になると家に帰りたいという児童が多いのではないかと思うのですが、実際

のところ利用者は多いのですか。 

事務局　申請はありますが、実際にそこに通われるかどうかというのはまた別になります。 

　許可を出した方が毎日来られるということはあまりないです。毎日７割くらいの出席が

ある状態です。放課後とは言いますが、夏休みなどの長期休暇もありますので、高学年

でも一日中家で留守番をさせるのは不安になる保護者の方もいらっしゃるのではない

かと思います。夏休み明けから待機児童数が減少する傾向はあると思います。 

委員　自分も放課後利用などを考えたこともあるが、きっちり条件があり、労働日数があ

と１，２日足りないことで利用できないことがあったのですが、待機児童の解消も必要

だとは思いますが、民間委託により、利用条件が緩和されるといいなと思います。 

事務局　保育が必要かどうかの基準というのは保育園も放課後も一緒で、月の半分以上の

就労となっており、どこかでラインをひかないといけないのが現状です 

 

会長　次に議題５のその他『②市立保育園の廃園について』事務局より説明をお願いしま

す 

事務局　現在岩国市では休園中の保育園が６園ございます。古いもので、あきなか保育園

が平成 11 年から、川越へき地保育園が平成 20 年から、高須へき地保育園が平成 28 年

から、みわ保育園が平成 28 年から、みかわ保育園が平成 31 年からと、一番新しいとこ

ろでは、よねがわ保育園が令和２年 4月から休園となっております。建築から長期間が



- 6 -

経過し、耐震性に不安のある施設も多く、再開が見込みづらいため、第 2期の子ども・

子育て支援事業計画の量の見込みと確保方策には含めておりません。 

　施設における今後の保育の需要の見込みについては、公共施設個別管理計画等々との整

合性を勘案していくなかでは、老朽化が著しいものについては解体せざるを得ないでし

ょうし、他の用途で活用できるものに関しては活用できるようにしていきたいと考えて

おります。 

委員　高須へき地保育園などは、場所とてもいいところで、平地ですので、廃園について

は致し方ないと思いますが、有効活用することを考えていらっしゃいますでしょうか。

地域で行事をする際については使用できたり、開放して利活用できるようにしてもらえ

るといいなと思います。 

事務局　保育園としては廃園とになりますが、行政的にいうと普通財産という形に変更し

て、地元が管理していただけるということになれば譲渡を考えるなど、活用のご相談に

は応じていけるのではないかと思います。休園の状態であれば保育園として使用しない

といけないため、そういった有効活用をすることができませんので廃園ということにし

ていろんな活用ができる状態にしたり、民間に譲渡したりというさまざまな選択肢がで

きるようになります。先の使用方法等については、廃園後の検討課題ということになり

ます。 

会長　今ありました意見等を参考にされ、市立保育園の廃園について検討していただきま

すようよろしくお願いします。 

　以上をもちまして、予定された議題の審議はすべて終了いたしました。これにて令和 4

年度第 1回岩国市子ども・子育て会議を閉会といたします。ありがとうございました。 


